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日
本
昔
話
の
茅か
や

葺ぶ
き

屋
根
の
民
家
は
、
先
史
時
代
の
竪た
て

穴あ
な

住
居
か
ら
発
達
し
た
と
錯
覚
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

民
家
が
出
現
し
た
江
戸
時
代
に
は
、
日
光
東
照
宮
（
栃

木
県
）
や
善
光
寺
（
長
野
県
）
な
ど
の
大
社
寺
が
建
て

ら
れ
、城
下
町
に
は
お
城
や
寺
町
や
町
家
が
建
ち
並
び
、

村
々
に
は
檀だ
ん

那な

寺で
ら

と
鎮ち
ん

守じ
ゅ

社し
ゃ

と
庄
屋
屋
敷
が
暮
ら
し
の

秩
序
を
形
作
っ
て
い
た
。
都
市
や
集
落
を
取
り
巻
く
自

然
も
近
世
社
会
が
作
り
上
げ
た
人
為
的
環
境
で
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
で
、
民
家
も
近
世
社
会
の
変
動
に
合
わ

せ
て
形
作
ら
れ
、
建
築
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た
。

民
家
の
材
利
用
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
近
世
社
会

が
ど
の
よ
う
に
自
然
環
境
を
破
壊
し
、
あ
る
い
は
保
護

し
て
き
た
か
が
垣
間
見
え
る
。
本
論
で
は
、
中
世
民
家

と
近
世
民
家
の
樹
種
の
使
い
分
け
か
ら
み
る
近
世
民
家

の
特
徴
、
利
根
川
流
域
民
家
の
樹
種
使
用
か
ら
み
る
17

世
紀
後
期
の
大
開
発
・
環
境
破
壊
、
18
世
紀
の
木
材
統

制
（
伐
木
規
制
）
が
生
み
出
し
た
合が
っ

掌し
ょ
う

造づ
く
り

民
家
と
循

環
型
農
業
を
と
り
あ
げ
る
。開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
と
、

停
滞
期
の
循
環
型
農
業
と
い
う
環
境
問
題
を
、
す
で
に

日
本
の
近
世
社
会
は
経
験
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
周

回
っ
て
、
現
在
わ
れ
わ
れ
は
ふ
た
た
び
環
境
と
人
間
社

会
の
共
存
を
模
索
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発
と
い

う
現
代
の
課
題
に
向
け
て
、
民
家
の
材
利
用
の
歴
史
か

ら
何
が
学
べ
る
だ
ろ
う
か
。

近
世
民
家
に
改
造
さ
れ
た

中
世
宗
教
建
物

日
本
の
現
存
す
る
古
民
家
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
江
戸
時

代
の
建
物
で
あ
る
。江
戸
時
代
以
前
の
民
家
と
し
て
は
、

重
要
文
化
財
（
重
文
）
箱
木
家
住
宅
（
兵
庫
県
）
と
重

文
古
井
家
住
宅
（
兵
庫
県
）
と
重
文
堀
家
住
宅
（
奈
良

県
）
の
３
棟
が
中
世
民
家
と
言
わ
れ
て
い
る
。

て
お
り
、
16
世
紀
前
半
に
は
修し
ゅ

験げ
ん

関
係
の
宗
教
建
物
で

あ
っ
た
こ
と
、
江
戸
時
代
初
期
に
現
在
の
入い
り

母も

屋や

（
図

1
）
屋
根
の
茅
葺
民
家
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
初
期
以
前
の
部
材
が
使

わ
れ
て
い
た
川
井
家
住
宅
（
京
都
市
）
は
、
元
は
北き
た

野の

社し
ゃ

神じ

人に
ん

の
住
居
だ
っ
た
。
そ
れ
を
江
戸
時
代
中
期
に
京

都
町
家
に
改
造
し
て
い
る
。

合
掌
造
民
家
の
神
奈
川
県
指
定
旧
山
田
家
住
宅
（
旧

所
在
地
：
富
山
県
）
は
柱
や
梁は
り

に
室
町
時
代
の
ヒ
ノ
キ

材
が
使
わ
れ
て
い
た
。
旧
山
田
家
住
宅
は
蓮
如
上
人
宿

泊
伝
承
を
持
ち
、
室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
名
号
（
浄

土
真
宗
で
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
文
字
書
き
さ
れ

た
札
状
の
布
や
紙
の
名
号
を
本
尊
と
す
る
）
を
伝
来
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
旧
山
田
家
住
宅
は
戦

国
時
代
に
は
一
向
宗
道
場
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
元
禄
時
代
に
、
現
在
見
ら
れ
る
合
掌
造
り
の
大
屋

根
が
架
け
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
民
家

は
、
室
町
時
代
後
期
に
は
修
験
道
や
神
人
や
一
向
宗
な

ど
在
地
宗
教
関
連
の
建
物
だ
っ
た
例
が
多
い
。
そ
れ
が

古
民
家
に
お
け
る
材
利
用
の
自
然
・
社
会
的
背
景

その７

山
形
大
学
理
学
部　

中
尾
七
重

こ
れ
ら
の
民
家
の
放
射
性
炭
素
（
Ｃ
14
）
年
代
調

査
の
結
果
、
室
町
時
代
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

重
文
堀
家
住
宅
は
建
物
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ

図１　屋根の形の模式図

図３　近世民家の構造図２　古渡路遺跡の掘立柱建物

森とともに森とともに森とともに森とともに
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― 29 ―

江
戸
時
代
に
、
今
見
る
茅
葺
屋
根
の
民
家
に
改
造
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
民
家
の
中
世
材
に
は
ヒ
ノ
キ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
民
家
に

は
ク
リ
や
シ
イ
な
ど
茶
色
い
広
葉
樹
が
用
い
ら
れ
、
一

方
、
武
士
住
居
の
書し
ょ

院い
ん

造づ
く
りに
は
上
質
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ

れ
る
。
元
宗
教
建
物
だ
っ
た
民
家
の
ヒ
ノ
キ
は
、
書
院

造
と
民
家
の
中
間
品
質
の
用
材
で
あ
る
。

中
世
掘
立
柱
建
物
の
主
体
部
柱
と
周
囲
柱

中
世
庶
民
住
居
は
今
日
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
発
掘

さ
れ
た
住
居
跡
か
ら
、
中
世
住
居
の
材
利
用
に
つ
い
て

分
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
。

新
潟
県
村
上
市
の
古ふ
る

渡と

路ろ

遺
跡
で
は
、
92
棟
も
の
中

世
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
古
渡
路
遺
跡
は
、
13
～
14

世
紀
に
は
大
葉
沢
城
鮎
川
氏
に
、
15
～
16
世
紀
に
は
大

館
本
庄
氏
に
仕
え
た
集
落
で
あ
る
。

古
渡
路
遺
跡
で
は
、
集
落
上
層
民
の
規
模
の
大
き
な

建
物
と
、
一
般
民
の
小
さ
な
建
物
、
馬
小
屋
な
ど
が
発

見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て

柱
を
立
て
た
掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
らの

建
物
で
あ
る
。

古
渡
路
遺
跡
は
主
体
部
の
柱
は
太
く
、
主
体
部
を
囲

古
渡
路
遺
跡
の
建
物
遺
構
を
見
る
と
、
掘
立
柱
構
造

の
技
術
が
発
達
し
て
お
り
、
近
世
民
家
に
匹
敵
す
る
居

住
空
間
が
実
現
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
古
渡
路
遺

跡
が
廃
絶
し
、
近
世
に
な
る
と
、
こ
の
地
に
建
て
ら
れ

た
の
は
、
間
取
り
も
構
造
も
全
く
異
な
る
礎
石
建
て
の

民
家
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
江
戸
時
代
以
降
の
民
家
は

柱
を
礎
石
の
上
に
立
て
た
礎
石
建
て
で
あ
る
。
新
潟
県

で
は
、
中
世
掘
立
柱
建
物
か
ら
近
世
民
家
に
発
達
し
た

の
で
は
な
く
、
そ
の
姿
も
建
築
技
術
も
断
絶
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

古
民
家
の
上
屋
柱
・
下
屋
柱
・
軒
柱
の
樹
種

江
戸
時
代
の
初
期
古
民
家
に
は
、
上
じ
ょ
う

屋や

柱は
し
らと

下げ

屋や

柱は
し
ら・

軒の
き

柱は
し
ら（

図
3
）
の
樹
種
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。

上
屋
柱
と
下
屋
柱
は
主
構
造
材
で
、
建
物
荷
重
を
負
担

す
る
柱
で
あ
る
。
軒
柱
は
縁
側
や
軒
先
の
柱
で
、
建
築

後
に
取
替
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

重
文
関
家
住
宅
の
上
屋
柱
は
マ
ツ
、
下
屋
柱
は
ト
ガ

サ
ワ
ラ
、
軒
柱
は
後
補
材
で
あ
る
（
図
４
）。
重
文
坂

野
家
住
宅
の
上
屋
柱
は
ツ
ガ
、
下
屋
柱
は
ス
ギ
、
軒
柱

は
後
補
材
で
あ
る
（
図
５
）。
重
文
吉
原
家
住
宅
の
上

屋
柱
は
マ
ツ
、
軒
柱
は
ツ
ガ
で
あ
る
（
図
６
）。
一
方
、

重
文
高こ

麗ま

家
住
宅
は
上
屋
柱
、
下
屋
柱
と
も
ス
ギ
で
、

樹
種
は
使
い
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
初
期
近
世
民
家
は
江
戸
幕
府
や
藩
か
ら
末
端

在
地
支
配
を
託
さ
れ
た
大
庄
屋
や
代
々
名
主
の
住
居

で
、
用
材
は
広
域
か
ら
調
達
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
関

家
住
宅
に
使
わ
れ
て
い
た
ト
ガ
サ
ワ
ラ
は
、
紀
伊
半
島

の
中
南
部
と
高
知
県
東
部
の
限
ら
れ
た
山さ
ん

麓ろ
く

地
帯
に
分

布
す
る
樹
木
で
、
近
世
初
頭
に
建
築
資
材
と
し
て
大
量

に
伐
採
さ
れ
、
幕
府
の
建
築
や
江
戸
建
設
に
用
い
ら
れ

た
。
関
家
住
宅
の
ト
ガ
サ
ワ
ラ
も
紀
伊
半
島
か
ら
運
ば

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
ガ
サ
ワ
ラ
の
現
在
の
個
体
数

は
千
本
程
度
で
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

初
期
近
世
民
家
で
上
屋
柱
と
軒
柱
の
樹
種
が
異
な
る

の
は
、
構
造
的
・
耐
久
的
・
意
匠
的
・
調
達
的
な
理
由

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
中
世
掘
立
柱
建
物
の
主
体
部
柱

と
周
囲
柱
の
関
係
に
よ
く
似
て
い
る
。

高
麗
家
住
宅
の
よ
う
に
上
屋
と
下
屋
の
樹
種
を
使
い

分
け
な
い
場
合
と
、
関
家
住
宅
・
坂
野
家
住
宅
の
よ
う

に
使
い
分
け
る
場
合
が
あ
る
。
使
い
分
け
が
あ
る
か
無

図４　関家住宅当初（17世紀）の柱樹種

図５　坂野家住宅当初（18 世紀初期）の
柱樹種

図６　吉原家住宅当初（18 世紀初期）の
柱樹種

関家の外観写真

む
柱
は
細
い
（
図
２
）。
主
体
部
柱
は
屋

根
荷
重
や
自
重
や
側
の
荷
重
を
受
け
る
の

で
、
高
木
で
強
度
の
高
い
木
材
、
つ
ま
り

今
日
で
も
建
築
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
樹
種
が
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
周
囲
の
柱
は
主
体
部
を
保

護
す
る
囲
い
で
、
数
年
程
度
で
取
り
換
え

ら
れ
る
消
耗
品
の
た
め
、
耐
用
性
が
低
く

て
も
身
近
で
豊
富
な
雑
木
や
灌か
ん

木ぼ
く（

低
木
）

が
用
い
ら
れ
た
。
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諸
国
山
川
掟
と
草
木
供
養
碑

17
世
紀
の
幕
府
の
河
川
治
水
事
業
は
、
流
域
開
発
や

沖
積
平
野
の
新
田
大
開
発
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

紀
州
藩
で
は
、
藩
主
徳
川
吉
宗
が
主
導
し
、
治
水
と

利
水
を
組
み
合
わ
せ
た
「
紀
州
流
」
の
土
木
技
術
で
、

紀
の
川
流
域
の
総
合
開
発
を
行
っ
た
。
そ
の
後
吉
宗
は

第
八
代
将
軍
に
就
任
し
、
享
保
の
改
革
を
行
っ
た
。
紀

州
流
は
利
根
川
や
荒
川
の
流
域
開
発
に
用
い
ら
れ
、
見

沼
代
用
水
な
ど
関
東
平
野
の
大
規
模
灌か
ん

漑が
い

新し
ん

田で
ん

を
実
現

し
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
の
大
和
川
付
け
替
え
、
愛
知
の

木
曽
川
宝
暦
治
水
、
岡
山
の
備
前
旭
川
水
系
百
間
川
開

削
、
新
潟
の
越
後
紫
雲
寺
潟
な
ど
の
潟せ
き

湖こ

新
田
開
発
、

瀬
戸
内
海
の
干
拓
、
九
州
で
は
有
明
海
の
干
拓
な
ど
、

日
本
各
地
の
大
改
造
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
近
代
に

至
る
日
本
の
水
土
の
基
本
の
姿
が
作
ら
れ
た
。

一
方
、
河
川
流
域
開
発
は
、
山
間
地
の
樹
木
を
大
量

に
伐
採
し
た
。
城
郭
建
設
は
17
世
紀
中
期
に
は
一
段
落

し
て
い
た
が
、
下
流
域
開
発
に
よ
り
人
口
が
増
大
し
、

都
市
建
設
お
よ
び
燃
料
に
大
量
の
木
材
が
必
要
と
さ
れ

た
。
17
世
紀
の
河
川
流
域
開
発
の
成
功
は
、
開
発
者
に

莫ば
く

大だ
い

な
利
益
を
も
た
ら
し
、
下
流
域
の
人
々
に
も
豊
か

な
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
土
地
改
造
を
伴
う
開

発
が
日
本
各
地
で
進
め
ら
れ
た
。
当
初
は
代だ
い

官か
ん

見み

立た
て

新

田
な
ど
行
政
の
管
理
下
で
行
わ
れ
た
新
田
開
発
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
村む
ら

請う
け

新
田
や
町
ち
ょ
う

人に
ん

請う
け

負お
い

新
田
が
、
開

発
に
適
さ
な
い
場
所
に
ま
で
広
が
っ
た
。
千
葉
県
の

椿つ
ば
き
の
う
み

海
干
拓
・
干
潟
八
万
石
開
発
は
町
人
請
負
新
田
の

例
で
、
水
害
と
干
ば
つ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
（
利
根

川
河か

口こ
う

堰ぜ
き

完
成
の
１
９
７
１
年
に
最
終
的
に
解
決
し

い
か
、
そ
の
違
い
の
意
味
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

意
匠
的
な
意
味
や
調
達
の
容
易
さ
な
ど
建
設
時
の
事
情

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

利
根
川
流
域
の
民
家
と
ス
ダ
ジ
イ

利
根
川
流
域
に
寄よ
せ

棟む
ね

屋
根
の
茅
葺
民
家
が
分
布
し
て

い
る
。

利
根
川
流
域
民
家
の
Ｃ
14
年
代
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
利
根
川
流
域
の
古
民
家
は
１
６
７
０
～
１
７
０
０

年
ご
ろ
に
一
斉
に
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

れ
は
、
利
根
川
流
域
に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
時
期
で

あ
る
。
古
来
こ
の
地
域
は
香
取
海
と
呼
ば
れ
る
湖
沼
湿

地
帯
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
幕
府
の
利
根
川
付
け
替
え
事

業
に
よ
り
水
田
地
帯
へ
と
変へ
ん

貌ぼ
う

し
た
。

利
根
川
流
域
民
家
は
新
田
用
水
の
水
番
を
担
っ
た
幕

府
の
役
屋
民
家
で
、
年
代
が
古
い
民
家
ほ
ど
ス
ダ
ジ
イ

の
良
材
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
民
家
の
ス
ダ
ジ
イ
使
用

と
、
旧
香
取
海
沿
岸
に
シ
イ
巨
木
が
少
な
い
こ
と
は
、

明
ら
か
な
関
連
が
あ
る
。

17
世
紀
後
期
建
築
の
重
文
椎
名
家
住
宅
は
霞
ケ
浦
沿

い
の
立
地
で
、
屋
根
裏
の
見
え
な
い
部
分
な
ど
に
シ
イ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
17
世
紀
末
の
茨
城
県
指
定
旧
土

肥
家
主
屋
、
重
文
平
井
家
住
宅
に
は
年
輪
幅
の
大
き
い

良
質
の
ス
ダ
ジ
イ
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

18
世
紀
に
民
家
の
ス
ダ
ジ
イ
は
材
質
が
悪
く
な
る
。

18
世
紀
初
め
の
茨
城
県
指
定
旧
茂
木
家
住
宅
で
は
、
木

理
（
木
目
）
が
ね
じ
れ
て
辺
材
が
内
部
に
入
り
込
ん
だ

ス
ダ
ジ
イ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ひ
た
ち
な
か
市
指
定

旧
土
肥
家
隠
居
屋
は
細
材
の
ス
ダ
ジ
イ
が
多
い
。
18
世

紀
前
期
以
降
の
重
文
山
本
家
住
宅
や
坂
野
家
住
宅
で
は

ス
ダ
ジ
イ
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。

ま
た
、
利
根
川
か
ら
隔
た
っ
た
民
家
は
建
築
年
代
に

か
か
わ
ら
ず
ス
ダ
ジ
イ
を
用
い
て
い
な
い
（
図
７
）。

現
在
ス
ダ
ジ
イ
群
落
は
神
社
林
に
残
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
ス
ダ
ジ
イ
を
含
む
シ
イ
属
は
、
先
史
時
代

図７　スダジイの分布と古民家

か
ら
関
東
南
部
の

低
湿
地
遺
跡
で
見

ら
れ
る
樹
木
で
あ

る
。
利
根
川
東
遷

と
新
田
開
発
と
い

う
大
規
模
事
業
の

建
築
用
材
と
し
て

伐
採
さ
れ
た
た

め
、
ス
ダ
ジ
イ
を

含
む
極
相
林
が
消

滅
し
、
ス
ダ
ジ
イ

が
枯
渇
し
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
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た
）。
短
期
的
利
益
を
求
め
る
開
発
の
結
果
、
山
林
は

荒
廃
し
、
土
石
流
が
起
こ
り
、
土
砂
流
出
に
よ
る
河
床

上
昇
は
氾は
ん

濫ら
ん

に
直
結
し
た
。
む
や
み
な
開
発
に
よ
る
水

害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、17
世
紀
後
半
に
江
戸
幕
府

は
治
水
政
策
と
し
て
の
草
木
保
護
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

寛
文
６
（
１
６
６
６
）
年
に
、
下
流
域
の
治
水
を
目

的
に
、
上
流
域
の
森
林
の
開
発
を
制
限
す
る
諸し
ょ

国こ
く

山さ
ん

川せ
ん

掟お
き
てが

出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
近
年
は
草
木
の
根

元
ま
で
掘
り
取
る
の
で
、
大
雨
時
に
は
川
筋
に
土
砂
が

流
失
し
、
水
害
が
起
き
て
い
る
。
今
後
、
草
木
の
根
株

の
採
掘
を
停
止
す
る
こ
と
。
上
流
山
間
部
両
岸
の
木
立

が
無
い
所
に
は
こ
の
春
か
ら
苗
木
を
植
栽
し
、
土
砂
が

流
れ
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
以
前
の
川
や
河
原

だ
っ
た
（
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
）
場
所
に
新
規

に
田
畑
を
起
こ
し
た
り
竹
や
葭よ
し

萱か
や

を
植
え
て
堤
防
を
築

い
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
山
中
の
焼や
き

畑は
た

は
新

た
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

宝
永
６
（
１
７
０
９
）
年
に
建
築
さ
れ
た
千
葉
県
指

定
旧
四
関
家
住
宅
で
は
、
建
築
の
際
に
草
木
供
養
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
を
境
に
、
17
世
紀
の

大
開
発
か
ら
、
18
世
紀
の
停
滞
・
持
続
期
へ
転
換
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
は
、
周
辺
の
地
付
山
（
里
山
、

農
用
林
）
で
の
刈
敷
（
採
草
肥
料
）
と
耕
作
を
一
体
と

し
た
環
境
循
環
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
。
元
の
雑
木
林

は
伐
採
さ
れ
て
ア
カ
マ
ツ
が
育
ち
、
肥
料
に
使
う
た
め

落
ち
葉
の
積
も
ら
な
い
明
る
い
里
山
に
は
、
マ
ツ
タ
ケ

が
良
く
生
え
た
。

木
曽
や
飛
騨
で
は
木
材
資
源
保
護
の
た
め
幕
府
や
藩

が
伐
木
規
制
を
行
っ
た
。
飛
騨
で
は
伐
木
規
制
に
反
対

し
、
大
原
騒
動
と
い
う
大
き
な
一
揆
が
起
こ
っ
た
。
木

材
の
伐
り
出
し
や
流
用
が
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
、
代

替
産
業
と
し
て
養
蚕
が
奨
励
さ
れ
た
。
屋
根
裏
を
養
蚕

に
用
い
る
合
掌
造
民
家
は
、
飛
騨
の
伐
木
規
制
が
生
み

出
し
た
民
家
で
あ
っ
た
。

木
曽
は
、
古
く
よ
り
木
曽
ヒ
ノ
キ
な
ど
上
質
の
木
材

を
産
出
し
て
い
た
。
銀
閣
寺
（
京
都
市
）
の
建
物
も
木

曽
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
城
郭

や
城
下
町
建
設
に
木
曽
の
木
材
が
多
量
に
使
わ
れ
た
。

尾
張
藩
は
公
用
木
材
資
源
の
維
持
の
た
め
木
曽
五
木

（
ヒ
ノ
キ
・
ア
ス
ナ
ロ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ネ
ズ
コ
・
サ

ワ
ラ
）
の
禁
と
し
て
知
ら
れ
る
伐
木
規
制
を
敷
き
、
強

権
的
に
取
り
締
ま
っ
た
。
結
果
、
今
日
に
至
る
木
曽
の

美
林
が
育
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
幕
府

が
崩
壊
す
る
と
、
官
林
・
私
有
林
と
も
盗
伐
、
乱
伐
が

増
加
し
、
下
流
域
の
濃
尾
平
野
で
洪
水
が
頻
発
し
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
政
府
は
明
治
６
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

技
術
者
を
招
い
て
治
水
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

材
種
の
使
い
分
け
と
時
代
の
変
化

今
日
ま
で
残
さ
れ
た
近
世
初
頭
に
さ
か
の
ぼ
る
大
庄

屋
の
住
宅
で
は
、
別
棟
座
敷
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
用
い

ら
れ
た
。
重
文
吉
村
家
住
宅
（
大
阪
府
）
で
は
、
ス
ギ

の
面め
ん

皮か
わ

柱は
し
らが

数
寄
屋
風
の
意
匠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

面
皮
柱
と
は
、表
皮
を
残
し
て
製
材
し
た
柱
の
こ
と
で
、

茶
室
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

18
世
紀
以
降
、
一
般
農
民
の
民
家
に
書
院
座
敷
が
作

ら
れ
は
じ
め
、座
敷
の
柱
や
長な
げ
し押
・
鴨か
も

居い

に
、ス
ギ
や
ツ

ガ
な
ど
白
い
木
肌
の
針
葉
樹
が
使
わ
れ
た
。富
裕
層
民

家
で
は
黒
柿
や
南
洋
材
な
ど
の
銘
木
も
用
い
ら
れ
た
。

上
手
座
敷
に
対
し
、
下
手
土
間
廻ま
わ

り
や
日
常
生
活
の

部
屋
は
、
黒
い
木
肌
の
ク
リ
や
シ
イ
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
広
葉
樹
は
立
木
統
制
外
の
樹
種
で
あ
る
。
山

梨
県
の
民
家
や
岩
手
県
の
重
文
旧
工
藤
家
住
宅
に
は
ク

リ
が
多
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

近
世
後
期
に
は
植
林
に
よ
る
ス
ギ
材
や
マ
ツ
材
が
流

通
し
た
。
長
野
県
飯
山
市
の
民
家
で
は
、
伐
木
規
制
外

の
ブ
ナ
と
植
林
の
ス
ギ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

以
上
を
概
観
す
る
と
、
17
世
紀
後
半
の
環
境
破
壊
を

伴
う
大
開
発
期
に
、
利
根
川
流
域
民
家
や
大
阪
平
野
の

初
期
近
世
民
家
が
建
設
さ
れ
た
。
18
世
紀
以
降
の
開
発

停
滞
期
に
、
周
辺
の
地
付
山
（
里
山
、
農
用
林
）
で
の

刈
敷
（
採
草
肥
料
）
と
耕
作
を
一
体
と
し
た
環
境
循
環

シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
。
日
本
各
地
の
後
期
近
世
民
家

も
そ
の
枠
組
み
の
中
で
、
ク
リ
や
シ
イ
な
ど
を
用
い
て

建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
後
期
近
世
民
家
は
江
戸
時
代

の
農
村
社
会
に
よ
く
適
応
し
た
住
居
だ
っ
た
の
で
、
近

代
化
に
よ
り
農
村
が
変
容
す
る
と
、
新
時
代
に
適
応
で

き
な
い
民
家
の
多
く
が
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

17
世
紀
の
大
開
発
・
好
景
気
・
環
境
破
壊
か
ら
、

18
・
19
世
紀
の
循
環
型
農
業
に
い
た
る
歴
史
を
見
る
と
、

17
世
紀
の
大
開
発
は
、
１
９
４
０
年
代
の
日
本
列
島
改

造
・
高
度
成
長
を
髣ほ
う

髴ふ
つ

と
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
江
戸
時

代
に
は
、
鎖
国
や
封
建
的
身
分
制
度
に
社
会
発
展
が
阻

ま
れ
た
の
で
、
技
術
と
経
済
が
停
滞
し
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
江
戸
幕
府
の
厳
し
い
規
制
に
よ
り
循
環
型
社
会

が
維
持
さ
れ
た
面
が
あ
る
。
こ
の
点
も
ま
た
今
日
の
課

題
に
通
じ
る
部
分
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
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